








腎組織所見、病期を異にする小児慢性腎炎患児に一定の縄跳び負荷を行い、その前後の Ccr、

尿蛋白の変化より本負荷検査が病状の経過判定として用い得るか否かを検討した。負荷後

の Ccr は腎炎患児全体では有意に低下するが、すでに尿所見が正常化している例では前後

の Ccr に差がなく、尿蛋白の増加もみられないことから縄跳び負荷は安定期の腎炎患児に

おいて運動許可のひとつの根拠として用い得る可能性があると思われた。


